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午後５時 30 分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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災害に強い上下水道を目指して特集

広報かわちながの 2020 年（令和２年）11 月号

　
本
市
は
広
い
市
域
と
地
形
の
影

響
な
ど
か
ら
上
下
水
道
施
設
が
多

く
、
管
路
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
昭
和
40
～
60
年
代
の

住
宅
開
発
に
対
応
し
、
整
備
を
進

め
て
き
た
上
下
水
道
施
設
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
管
の
う
ち
、
法
定
耐
用
年

数
で
あ
る
40
年
を
経
過
し
た
管
路

は
全
体
の
約
30
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
劣
化
の
進
行
速
度
が

大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
30
年
以

上
経
過
し
た
下
水
道
管
は
、
全
体

の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
上
下
水
道
施
設
を
す
べ

て
改
築
・
更
新
し
、
耐
震
化
を
行

う
に
は
膨
大
な
時
間
や
費
用
が
か

か
り
、
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
管
路
施
設
の
調
査

を
行
い
、
改
築
・
更
新
の
緊
急

度
や
社
会
的
影
響
度
の
高
い
も

の
か
ら
重
点
的
に
対
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難

先
な
ど
に
お
け
る
生
活
衛
生
の

確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
へ
の

備
え
を
強
化

　
本
市
で
は
平
成
30
年
度
に
、

上
下
水
道
の
将
来
を
見
据
え
、

概
ね
10
年
間
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
や
実
現
方
策
に
つ
い
て
ま

と
め
た
「
河
内
長
野
市
上
下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
沿
っ
た
事
業
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
災
害
へ
の
備
え
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

強靭でしなやかな水道

特集

災害に強い上下水道を目指して

風水害や地震により全国各地で
停電や管路の破損による断水などの

重大な被害が各地で発生しています。
本市においても台風や集中豪雨、南海トラフ地震に

よる風水害、地震被害が想定されます。
　今回の特集では、災害が発生した場合にも

上下水道施設の機能を維持し、
影響を最小限に抑えるための

取り組みを紹介します。
�水道課、下水道課、経営総務課

水道管 全長約530ｋｍのうち

約170ｋｍ

下水道管（汚水）  全長約409ｋｍのうち
約160ｋｍ

老朽化が進行

●重要給水施設管路の耐震化
　特に病院や広域避難所など災害時における重要
給水施設に至る配水管について、耐震化の優先度
を高めて早期に更新を行うことにより、被災時に
おける給水機能の維持を図ります。
　令和元年度末の水道管（全域）の耐震化率は
25.9％、重要給水施設配水管路の耐震化率は
30.6％でした。

●給水タンク車の更新
　災害時に備え、給水タンク車を更新し、応急
給水機能の強化を図ります。主要な配水池など
に９箇所の緊急給水拠点を設け、給水タンク車
への注水所としています。また、市内での災害
だけでなく、市外での災害時の支援にも使用で
きます。

●災害用備蓄品の確保
　災害時や水道事故に備え、飲料水袋や給水タ
ンクなどの応急給水設備を災害対策基地などに
保管しています。本市においては市内世帯数の
半数の飲料水袋の確保を進め、
災害備蓄品の充実に努めます。

水日常を
支える

のために

６ℓの水を背負って
運べる飲料水袋

耐震管入れ替え工事の様子

水道事業

NEW

1600ℓの水を搭載可能



　
　
　
　
　
　

45 広報かわちながの 2020年（令和２年）11月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

ン
プ
場
が
１
４
６
か
所
あ
り
、

日
々
修
理
や
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
滝
畑
浄
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
内
全
域
の
下
水

道
施
設
に
つ
い
て
維
持
管
理
業

務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

―
―
災
害
時
の
対
応
は

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
市

内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
隆
起
、
滝

畑
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
の
機
器
の

損
傷
、
さ
ら
に
停
電
に
よ
る
下

水
道
施
設
の
機
能
停
止
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
停
止
に
な
っ

災害に強い上下水道を目指して特集

上
下
水
道
の

今
後

　
市
で
は
今
後
も
「
河
内
長
野

市
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
沿

っ
た
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
上
下
水
道
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
安
定
的
な

経
営
基
盤
の
強
化
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
他
市
と
の
広
域

的
な
連
携
や
民
間
委
託
の
拡
大

な
ど
効
率
的
な
上
下
水
道
事
業

の
経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

業
務
だ
け
で
は
な
く
、市
に
提
案

を
行
い
、改
善
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、業
務
の
品
質
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
優

先
的
に
点
検
や
修
繕
管
理
を
行

う
施
設
を
設
定
し
、業
務
効
率
の

向
上
と
故
障
率
の
低
下
の
両
立

を
図
り
ま
す
。

―
―
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を

通
し
て
『
生
活
の
中
の
当
た
り

前
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ

る
生
活
』
を
提
供
し
続
け
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、そ

れ
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

下
水
道
が
詰
ま
る
よ
う
な
も
の

を
絶
対
に
流
さ
な
い
な
ど
日
ご

ろ
か
ら
の
心
掛
け
が
「
小
さ
な

防
災
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▲災害時の小中学校へのマンホールトイレの設置イメージ

▲マンホールポンプ場点検の様子

安全で安心な下水道
●管路の改築・更新による耐震化
　老朽化が進んでいる開発団地内
の汚水管路について、管内カメラ
調査を行い、社会的影響の大きさ
や老朽化の進行状況を判定し、緊
急度の高い管路から重点的な改
築・更新を行い耐震化を進めてい
きます。

●マンホールトイレの整備
　災害発生時における避難所のト
イレについて、避難所の収容可能
人数にあわせたトイレの設置が必
要であるため、避難収容人数が多
い小中学校等の避難所から優先
的にマンホールトイレを整備（下
図参照）していきます。本年度は
全11か所の実施設計を行い1か
所について工事を行う予定です。

●民間協力体制の強化
　下水道施設の維持・管理につい
て包括的民間委託を行っているこ
とから、受託事業者との間で、災
害時における復旧支援や下水道施
設の維持修繕や機材の提供に関す
る協定を締結しています。民間の
技術や経験・機材を活用すること
により、災害時における初動体制
や災害対策の強化を図っています。

み
ん
な
の
水
を

守
る
た
め
に

　
上
下
水
道
の
快
適
な
利
用
環

境
の
維
持
や
水
源
保
全
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
川
や
溝
に
廃
油
な
ど
を

捨
て
な
い
で

　
市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、

滝
畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を

水
源
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
河
川
か
ら
の
廃
油
な
ど
が

浄
水
場
に
流
入
し
、
運
転
を
停

止
し
て
施
設
を
洗
浄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
故
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
暖
房

な
ど
で
油
類
を
使
う
季
節
に
な

り
ま
す
が
、
水
源
保
全
の
た
め

河
川
な
ど
に
油
類
や
ご
み
を
捨

て
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
水
道
課

●
下
水
に
流
さ
な
い
で

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
つ
ま

り
の
原
因
に
な
る
の
で
、
ウ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
残
飯
を
ト

イ
レ
や
キ
ッ
チ
ン
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

�
下
水
道
課

実践しよう！
家庭でできる

水のこと
●水の確保を
　飲料水は大人1人で１日に３リットル
が必要です。いざという時のために家
族の分も含めて７日分は確保しておき
ましょう。おふろの残り湯もため置き
しておくと、トイレなどの雑用水とし
て役に立ちます。
●内水ハザードマップで確認を
　事前に内

な い

水
す い

（雨水の排水能力を超え
る浸水）ハザードマップをみて、災害
時の浸水想定区域を確認しておきまし
ょう。
　内水ハザードマップは各ご家庭に配
布している災害ハザードマップに掲載
しています。また、市ホームページで
も確認できます。

　
市
下
水
道
施
設
包
括
的
管
理

業
務
を
受
託
し
て
い
る
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
・
日

水
コ
ン
・
ク
ボ
タ
共
同
企
業
体

に
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。

―
―
普
段
は
、
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
か

　
起
伏
の
多
い
河
内
長
野
市
で

は
下
水
が
自
然
に
流
れ
て
い
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ポ
ン
プ
で
く

み
上
げ
て
上
か
ら
下
へ
流
す
方

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に

は
そ
う
い
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー Interview

クリアウォーターＯＳＡＫＡ株式会社
下村さん 

た
場
合
は
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
で

の
排
水
作
業
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
迅
速
な
復
旧
作
業
を
行
う

た
め
に
も
市
と
連
携
し
、
被
害

状
況
を
把
握
の
上
、
重
要
度
の

高
い
施
設
を
優
先
し
て
復
旧
す

る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
災
害
に
備
え
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か　

　
ま
ず
は
市
と
の
間
で
今
年
２

月
に
「
災
害
時
に
お
け
る
下
水

道
施
設
の
維
持
修
繕
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
に
備

え
協
力
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
弊
社
で
は
阪
神
淡
路

大
震
災
の
発
生
日
に
あ
わ
せ
、

全
社
を
あ
げ
て
震
災
訓
練
を
行

い
現
場
へ
の
支
援
体
制
も
整
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

は
市
と
の
間
で
「
災
害
時
の
支

援
と
受
援
」
を
テ
ー
マ
に
合
同

研
修
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
契
約
で
決
め
ら
れ
た

当
た
り
前
の
生
活
の
た
め
に

下水道事業
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―
お
仕
事
の
内
容
は
？

　
臨
床
心
理
室
で
は
私
た
ち

心
理
療
法
士
が
、
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
多
職
種
と
協
力

し
て
様
々
な
病
気
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
心
の

ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
入
院
病
棟
で
は
面

会
制
限
が
あ
り
、
寂
し
い
思

い
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
の
で
、
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

―
災
害
や
感
染
症
流
行
時
は
？

　
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感
じ

る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
日
常
生
活
に
大

き
な
変
化
が
あ
り
、
通
常
よ

り
も
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ

た
り
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん

だ
り
、
恐
怖
や
怒
り
で
心
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
り
、
気
分
の
波

が
大
き
く
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
不
安
な
ど
の
感
情
は
身
体
の
痛

み
と
同
じ
で
、
私
た
ち
に
危
険
を

教
え
て
く
れ
る
信
号
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
変
な
状
況
に
お
い
て
は
心

の
危
険
信
号
に
気
づ
き
に
く
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
身
体
と
同

様
に
心
の
健
康
に
も
目
を
向
け
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
心
の
健
康
を
保
つ
方
法
は
？

　
で
き
る
だ
け
日
常
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
で
す
。
特
に
睡
眠
や
起

床
の
ペ
ー
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な

が
ら
、「
で
き
な
い
こ
と
」
よ
り

「
で
き
る
こ
と
」に
目
を
向
け
て
普

段
ど
お
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
な
時
は
、
必
要
以
上
に
情

報
を
求
め
が
ち
で
す
。
意
識
的
に

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
離

れ
て
、
散
歩
す
る
な
ど
の
気
分
転

換
で
、自
分
な
り
の
不
安
へ
の
対
処

方
法
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
眠
れ
な
い
、
不
安
が
続
く

時
は
ど
う
し
た
ら
？

　
ま
ず
は
身
近
な
方
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
す
る

こ
と
で
気
持
ち
が
整
理
さ
れ

て
不
安
が
軽
減
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
公
的
な
相
談
窓

口
や
心
療
内
科
な
ど
の
医
療

機
関
を
利
用
す
る
こ
と
も
選

択
肢
の
一
つ
で
す
。

　
感
染
予
防
で
人
と
の
関
わ

り
が
減
り
、
孤
独
や
疎
外
感

を
抱
く
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
家
族
や
近
所
、
職

場
で
お
互
い
に
意
識
し
て
声

を
か
け
あ
い
、
心
を
支
え
あ

い
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
先
な
ど
の
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

臨
床
心
理
室

心
理
療
法
士
の
み
な
さ
ん

　市民生活の応援や公共交通の需要喚起を目的に販売中のバス・タクシーチケットの追加販売を実
施します。バスチケットは10枚、タクシーチケットは３枚まで購入できます（購入引換券不要）。
とき　11月10日㈫～来年２月28日㈰（在庫がなくなり次第販売終了）
ところ　市内のセブン-イレブン各店舗（小山田町店・楠町西店・市役所前店・南花台店・本多町店・本
町店・三日市町駅前店・向野町店）、アンスリー河内長野店、On KiTCHEN（市役所内食堂）、河内長野
駅バス定期券発売所、デイリーカナートはやし美加の台店、南海バス河内長野営業所（バスチケットのみ）
チケット　バス１日乗り放題周遊チケット（200円 ）、タクシー初乗り運賃チケット（200円）
�都市計画課

※市内郵便局では購入引換券による販売のみで、追加販売は行っていませんのでご注意ください。
また、転売目的での購入はお断りします。

プレミアム付商品券を
ご利用ください

　プレミアム付商品券は市内郵便局（簡易郵便局
を除く▷平日午前9時～午後5時）で
来年1月15日まで販売しています。
なお、利用期限は来年１月末です。
期限内にご利用ください。
�プレミアムコールセンター（市役所内）

●記載誤りについて
　プレミアム事業まるわかりガイドブックに誤り
がありました。
▶３ページ  あすかてくるで河内長野店

（誤）小型店　　（正）中大型店
※同店は青色の「全店共通券」のみ利用可能です。
�プレミアム付商品券事務局（☎50-0855）

　運営において充分な三密対策を講じること
が困難なことから、下記イベントを中止します。
●安全・安心まちづくり市民大会

（11月開催予定分）
�危機管理課
●クロスカントリー大会（12月開催予定分）
●小学生ロープジャンプ大会（２月開催予定分）
�文化・スポーツ振興課
●あやたホールまつり（11月開催予定分）
●くすのかホールまつり（11月開催予定分）
�自治協働課
●もったいない市

（11月開催予定分▷市役所への食器の持ち込
みも中止）
�環境衛生課

イベント中止のお知らせ

左から木村さん、請
うけ

田
た

さん、塩崎さん

新型コロナウイルス関連情報

新型コロナウイルス
関連情報 バス10枚

まで
タクシー3枚

まで

お得なバス・タクシーチケットを追加販売

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で

地
域
活
性
を

河
内
長
野
市
長　

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
政

府
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
使
用
し
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
何

と
言
っ
て
も
目
玉
は
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
で
す
。
地
域

の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て

お
り
、
仮
に
全
市
民
が
購
入

し
使
用
し
て
く
だ
さ
る
と
す

れ
ば
、
１
万
円
×
10
万
人
で

10
億
円
の
直
接
効
果
が
あ
り
、

経
済
波
及
効
果
と
し
て
は
、

そ
れ
が
２
～
３
倍
に
膨
れ
上

が
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
河
内
長
野
産
の
果

物
や
野
菜
を
中
心
に
飲
食
料

品
を
購
入
し
、
飲
食
店
で
外

食
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
買
物
に
商
品
券
を
使

用
す
る
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
７
千
円
分
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
付
い
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
、
地
元
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　

９
～
10
月
に
実
施
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
スPayPay

の
20
％
還
元

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
小
型
店
中

心
で
し
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
に
関
し
て
は
、
使

い
や
す
さ
を
重
視
し
中
大
型

店
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
に
関
し
て
も
、
運

賃
が
安
く
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
品
券
で
の
買
物
や
外
食
の

際
に
は
、ぜ
ひ
お
得
な
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
奈
良
県
と
和
歌
山
県
を
含
む

近
隣
14
市
町
村
と
と
も
に
大
阪
南
部
高
速

道
路
（
大
南
高
）
の
事
業
化
促
進
に
取
り

組
み
、
昨
年
11
月
よ
り
署
名
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
署
名
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

署
名
方
法　
下
記
用
紙
に
氏
名
な
ど
を
記

入
し
、
市
役
所
・
キ
ッ
ク
ス
・
道
の
駅
奥

河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
に
設
置
し
て
い
る
署

名
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
署
名
も
可
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
の
う
え
送
信
を
。

�
都
市
整
備
課

　本市に伝わる鬼住に由来する鬼伝説をテ
ーマに地域経済の活性化を目指す「鬼でま
ちおこし条例」が制定されました。これに
より11月2日は「いい鬼の日」、毎月2日は

「鬼でまちおこし」推進日となります（令和
3年11月まで）。
記者会見を実施
　10月２日、たくさんの報道陣を前に、市長が
鬼でまちおこしを宣言しました。
鬼でまちおこしアンバサダーを任命
　映画「鬼ガール!!」主演の井

い

頭
がしら

愛
ま な

海
み

さんをアン
バサダー（応援大使）に任命しました（左写真）。

●観心寺で鬼ロック演奏＆豆まき
　映画の撮影場所となった同寺の恩賜講堂で、元「ザ・ブル
ーハーツ」ドラマーの梶原徹也さんと和太鼓「響」が演奏し
ます。その後、井頭愛海さんが新型コロナウイルスの終息を
祈願して豆まきを行います。
とき　11月２日㈪午前11時～午後０時15分
●延命寺でそば団子フェア＆井頭さんサイン色紙プレゼント
　映画に登場した「そば団子」を市内の4店舗がそれぞれ出店し
ます。また、限定50人に井頭愛海さんのサイン色紙を本人が
直接プレゼントします（午後1時30分～２時）。
とき　11月2日㈪午前11時～（団子がなくなり次第終了）
�奥河内ムービー・プロジェクト実行委員会の讃岐さん

（☎090-9704-5335）
●観心寺でクラシック演奏会
　同寺の恩賜講堂で、日本センチュリー交響楽団による弦楽四
重奏を、サキタハヂメさんをゲストに迎えて行います。
とき　11月3日㈷午後２時～３時
�産業観光課

※上記の個人情報は目的以外の用途で利用されることはありません。

氏名 住所　※町名まで記載してください（番地不要）
都 道
府 県

区 市
町 村

都 道
府 県

区 市
町 村

都 道
府 県

区 市
町 村

都 道
府 県

区 市
町 村

国土交通大臣 殿
キリトリ

　鬼住村の古絵図(複製)、鬼が登
場する図書、「鬼ガール!!」原作者、
中村航

こ う

さんの著作などを展示して
います（図書は貸出可）。
とき　12月６日㈰まで▷月曜日を
除く開館時間中
ところ　図書館
�図書館（☎52-6933）

　茅
かや

葺
ぶき

民家でノスタルジックなあかりやレコードの音色に包まれながら、
時間を忘れてまったりとしたひとときを過ごしませんか。温かいほうじ茶を
ご用意してお待ちしています。
とき　11月27日㈮・28日㈯午後５時～８時
※マイ湯呑をご持参ください▷当日直接会場へ▷駐車場には限りがあります。
●一夜限りのスペシャル企画「今晩は、茅葺民家で栗ごはん」
　羽釜で新米の栗ごはんを炊いて、茅葺民家で秋の実りを味わいます。
とき　11月29日㈰午後４時～８時
定員　１グループ限定（４人～８人程度▷抽選）
参加費　１人500円
申込　11月14日までにメール（kayabukiminka＠city.kawachinagano.lg.jp
▷代表者の氏名・住所・電話番号・参加人数を記入）で下記へ
�滝畑ふるさと文化財の森センター（☎63-0201）
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障
が
い
者

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ｍマ

ム
ｕ
ｍ
利
用
児
募
集

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

特
性
に
合
わ
せ
た
療
育
と
保
護
者

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

（
令
和
３
年
４
月
時
点
）ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　
60
人
（
抽
選
）

申
込　
11
月
９
日
～
12
月
９
日
に

利
用
申
込
書
を
左
記
へ

※
説
明
会
を
11
月
18
日
㈬
・
21
日

㈯
午
前
中
に
開
催
（
要
申
込
）。

�
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ｍ
ｕ
ｍ
（
☎
55
・
２
２
７
２
）

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
者
養
成
研
修

　
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
が
い

の
あ
る
盲
ろ
う
者
を
支
援
す
る
通

訳
・
介
助
者
の
養
成
研
修
で
す
。研

修
後
は
現
場
で
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

と
き　
12
月
９
日
㈬
～
３
月
10
日

㈬
の
う
ち
20
日
間

と
こ
ろ　
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
東
成
区
）

定
員　
60
人
（
抽
選
）

※
テ
キ
ス
ト
代
４
０
９
０
円
が
必

要
で
す
。

申
込　
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

に
障
が
い
福
祉
課
に
設
置
の
申
込

書
を
郵
送
で
左
記
（
〒
537
ー
０
０

２
５
大
阪
市
東
成
区
中
道
1
の
3

の
59
）
へ

※
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル（haken@

daisyokyo.or.jp

）
で
も
申
込

可
▽
記
入
内
容
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
大
阪
障
害
者
自
立
支
援
協
会

（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
５
８
７
、

�
06
・
６
７
４
８
・
０
５
８
９
）

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

　
要
約
筆
記
を
必
要
と
す
る
聴
覚

障
が
い
者
と
一
緒
に
要
約
の
方
法

と
伝
え
方
を
学
習
し
ま
す
。

と
き　
11
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
11
月
９
日
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
）
で
左
記
へ

�
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
65
・
０

１
３
３
、
�
65
・
０
１
４
３
）

税　

金

個
人
事
業
税
第
２
期
分

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま

た
便
利
で
安
心
・
安
全
な
口
座
振

替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限　
11
月
30
日
㈪

�
南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

市
税
の
納
付
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
今
年
度
の
市
税
（
市
・
府
民
税

や
固
定
資
産
税
）
の
う
ち
、
す
で

に
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
納
期
限
を
も
う
一
度

確
認
し
、
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い

場
合
は
、
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

文
化
の
日

晴
れ
の
受
賞

令
和
2
年
度
の
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が
こ
の
た
び
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
氏
名
・
団
体
名
は
50
音
順
）。

な
お
、今
年
度
の
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

招
待
者
の
み
で
開
催
し
ま
す
。

�
秘
書
課  

市
長
表
彰

　
市
長
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
政
の
各
分
野
で
活
躍
も
し
く

は
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

個
人
や
団
体
の
中
か
ら
、
市
長
表

彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

◆
個
人
の
部

浅あ
さ

野の 

年と
し

孝た
か

さ
ん
（
楠
町
東
）

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

石い
し

津づ 

剛つ
よ
し

さ
ん
（
錦
町
）

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

岩い
わ

井い 

成し
げ

葊ひ
ろ

さ
ん(

緑
ケ
丘
北
町)	

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

浦う
ら

木き 

滿み
つ

男お

さ
ん
（
加
賀
田
）

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

川か
わ

西に
し 
憲の

り

子こ

さ
ん
（
加
賀
田
）	

　
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

佐さ

野の 

三か
ず

惠え

さ
ん
（
大
矢
船
南
町
）	

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
（
天
野
町
）	

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

中な
か

田た 

昌ま
さ

子こ

さ
ん
（
大
師
町
）

　
消
費
者
保
護
の
推
進
に
貢
献

中な
か

谷た
に 

眞ま

由ゆ

美み

さ
ん
（
小
山
田
町
）	

　
青
少
年
の
更
生
保
護
に
貢
献

中な
か

林ば
や
し 

才さ
い

治じ

さ
ん
（
南
花
台
）	

　
地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

西に
し

浦う
ら 

啓よ
し

充み
つ

さ
ん
（
唐
久
谷
）	

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

西に
し

尾お 

隆た
か

彦ひ
こ

さ
ん
（
南
青
葉
台
）　

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

西に
し

岡お
か 

敏と
し

和か
ず

さ
ん
（
古
野
町
）	

　
魅
力
発
信
と
観
光
振
興
に
貢
献

船ふ
な

井い 

克か
つ

容と
し

さ
ん
（
本
町
）

　
地
域
の
自
治
振
興
に
貢
献

溝み
ぞ

端ば
た 
秀ひ

で

幸ゆ
き

さ
ん
（
汐
の
宮
町
）	

　
福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献

矢や

野の 

多た

希き

雄お

さ
ん
（
荘
園
町
）	

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

山や
ま

﨑さ
き 

一か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
（
天
見
）

　
市
内
の
商
工
業
振
興
に
貢
献

山や
ま

田だ 

都く
に

子こ

さ
ん
（
木
戸
）

　
平
和
行
政
の
推
進
に
貢
献

山や
ま

元も
と 

哲て
つ

夫お

さ
ん
（
原
町
）

　
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
貢
献

渡わ
た

邉な
べ 

珪け
い

助す
け

さ
ん
（
緑
ケ
丘
中
町
）	

　
市
民
の
文
化
振
興
に
貢
献

◆
団
体
の
部

大
矢
船
自
主
防
災
組
織

　
安
全
・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

加
賀
田
中
学
校
区

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　
安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

南
花
台
防
犯
協
力
隊

　
安
全
・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

 [コラム]  

消費生活
相談員コラム

消費生活
ウオッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700

●
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信

販
売
で
健
康
食
品
を
購
入
し

た
。
初
回
お
試
し
〇
〇
円
と

あ
り
1
回
だ
け
試
す
つ
も
り

で
注
文
し
た
と
こ
ろ
、
2
週

間
後
に
同
じ
商
品
が
送
ら
れ

て
き
た
。
広
告
を
確
認
す
る

と
、「
3
回
以
上
の
定
期
購
入

が
条
件
」
と
あ
っ
た
。

●
ご
注
意
を

　
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど

の
通
信
販
売
で
、
定
期
購
入

が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
期
間
は
解
約
が
で
き
な
い

契
約
が
増
え
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
い
つ
で
も
解
約
で
き

る
と
あ
っ
て
も
解
約
申
請
期

間
（
次
回
発
送
〇
日
前
ま
で

な
ど
）が
決
ま
っ
て
お
り
、そ

の
期
間
内
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の

申
し
出
が
必
要
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど

の
定
期
購
入
は
、
数
か
月
間

の
購
入
を
条
件
と
し
て
1
回

目
を
低
価
格
で
購
入
で
き
る

契
約
で
す
。
２
回
目
以
降
が

定
価
に
近
い
価
格
で
の
販
売

と
な
る
た
め
、
条
件
と
さ
れ

た
定
期
購
入
分
の
支
払
総
額

が
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

通
信
販
売
に
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。定

期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い

な
い
か
、
定
期
購
入
が
条
件

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間

や
支
払
予
定
額
は
い
く
ら
か

な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広

告
表
示
や
、
契
約
条
件
、
解

約
・
返
品
ル
ー
ル
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
不
安
が
あ
れ
ば

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
増
加
！

1
回
だ
け
の
お
試
し
の

つ
も
り
が
定
期
購
入
に
!?

相 

談

健
康

暮
ら
し

催
し・講
座

子
育
て

保
険・年
金

人
権

募 

集

事
業
所

教
育

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

就
労

高
齢
者

安
全
安
心

そ
の
他

お
知
ら
せ

障
が
い
者

税
金
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高
齢
者

高
齢
者
の
障
が
い
者
控
除

●
対
象
者
は
申
請
を

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
を
持

っ
て
い
な
い
人
で
も
、
所
得
税
や

市
・
府
民
税
の
障
が
い
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
た
寝
た
き
り
状
態
や
認
知

症
な
ど
の
症
状
が
一
定
以
上
に
該

当
す
る
人

申
込　
介
護
保
険
課
で
同
認
定
書

の
交
付
申
請
を
（
印
鑑
が
必
要
）

※
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
所

持
者
は
認
定
書
が
な
く
て
も
手
帳

の
提
示
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
介
護
保
険
課

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時（
相
談
は
１
人
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　
高
向
公
民
館

申
込　
11
月
６
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

ロ
コ
モ
管
理
教
室

●
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

　
ロ
コ
モ
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）と
は
、骨
や
関
節
、筋

肉
な
ど
運
動
器
の
衰
え
が
原
因
で
、

「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
移
動

機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
歩
け
る
身

体
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
ロ
コ
モ
を

予
防
し
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し

ょ
う
。

●
ロ
コ
モ
体
操
教
室

と
き　
①
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時

～
３
時
と
午
後
３
時
～
４
時
（
月

４
回
）、②
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時

～
３
時
と
午
後
３
時
～
４
時
（
月

４
回
）

と
こ
ろ　
①
キ
タ
バ
あ
や
た
ホ
ー

ル
、
②
キ
タ
バ
錦
渓
苑

定
員　
各
10
人 （
先
着
順
）

費
用　
月
額
２
０
０
０
円（
税
込
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
キ
タ
バ
薬
局
河
内
長
野
店

（
☎
50
・
０
０
１
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

と
き　
11
月
５
日
㈭
午
前
10
時
ご
ろ

内
容　
地
震
な
ど
の
緊
急
時
に
、全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、

市
内
47
か
所
の
防
災
行
政
無
線
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
を
行
い
ま
す
。

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎
26
・

７
６
４
０
）で
確
認
で
き
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�
危
機
管
理
課

そ
の
火
事
を　
防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル

●
11
月
９
日
～
15
日
は
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動

　
不
審
火
を
防
ぐ
た
め
、
家
の
周

り
や
空
き
地
、物
置
な
ど
を
管
理
・

整
理
し
、
地
域
で
防
火
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
で
命
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
（
３
つ
の
習
慣
①
～
③

と
４
つ
の
対
策
④
～
⑦
）

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を

近
づ
け
な
い

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る

時
は
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

は
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

（
日
ご
ろ
の
チ
ェ
ッ
ク
や
お
手
入
れ

も
忘
れ
ず
に
）

⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

11
月
は
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
月
間

　
自
転
車
利
用
の
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
都
市
計
画
課

●
ム
ー
ド
歌
謡
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
純
烈
の
交
通
安
全
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
開
催
予
定

と
き　
11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時

※
無
観
客
で
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を

コーディネーターが語る
支え合いの
現場から
TEL 65 -0133
社会福祉協議会内

 [コラム]  

「河内長野市地域防災計画改定案」に
ついてのご意見を

　現在の「河内長野市地域防災計画」は平成27年6
月に改定していますが、その後に水防法等の防災に
関連する法律の改正や上位計画である防災基本計画
や大阪府地域防災計画が改定されていることから、令
和２年度内にそれらの内容と整合を図るため改定を
行います。
提出方法　所定の意見提出用紙で11月24日㈫～12
月24日㈭（当日消印有効）に危機管理課へ
※市ホームページからも意見入力可▷改定案と意見
提出用紙は、市庁舎１階情報コーナーなどの主な公
共施設に備えています（結果公表も同施設および市
ホームページで行います）▷意見に対する個別対応
はしません。
�危機管理課

パブリックコメント

　特殊詐欺被害を未然に防止したとして、紀陽銀行河
内長野支店の田中さん（写真中央）と市内在住の大西
さん（写真左）へ感謝状が贈呈されました。携帯電話
を片手にATMを操作している高齢者に二人が声がけ
し、被害を未然に防いだものです。田中さんと大西さ
んは「被害を食い止められてよかった。こういう事件
がなくなるといいなと思います」と話していました。

特殊詐欺を未然に防止

安
全
安
心

Youtube

で
生
配
信
し
ま
す
。

�
府
交
通
対
策
協
議
会

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
９
２
９
０
）

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　
誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の

被
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
身
近
に
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
人
が
い
た
ら
、
少
し
の
勇
気

を
も
っ
て
寄
り
添
い
、
支
え
合
え

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
事
件
や
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
人
に
は
、
精
神
的
・
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
被
害
者
支
援

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、相

談
や
付
き
添
い
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
身
近
に
犯
罪
の
被

害
に
あ
わ
れ
た
人
が
い
た
ら
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

�
大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
７
４
・

６
３
６
５
▽
受
付
は
平
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
）

こ
こ
ろ
の
距
離
は
　

こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に

　
最
近
よ
く
聞
く
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」と
い
う

言
葉
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
何
よ
り
も
大
切
に
思
う

私
た
ち
に
は
、
距
離
を
置
く

と
い
う
こ
と
が
残
念
に
思
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　
最
近
地
域
の
居
場
所
が
少

し
ず
つ
再
開
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
日
東
町
の
「
１
／
ff

の
ゆ
ら
ぎ
」も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
こ
こ
は
10
月
か
ら
活
動
を

再
開
し
、
自
宅
の
一
部
を
開

放
し
て
地
域
の
方
が
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
活

動
自
粛
の
間
は
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
の
様
子
を

見
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
再
開
を
望
む

声
が
強
く
あ
り
、
感
染
へ
の

不
安
と
期
待
に
応
え
た
い
気

持
ち
で
揺
れ
て
い
ま
し
た
が
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
取
っ

た
上
で
再
開
す
る
こ
と
を
決

心
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
で
話

を
す
る
の
が
楽
し
い
と
言
っ
て

く
れ
る
利
用
者
の
た
め
に
、安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
に
し

た
い
」
と
微
笑
む
ご
夫
婦
の

様
子
に
ほ
っ
こ
り
と
温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
居
場
所
づ
く
り
や
見
守
り

活
動
な
ど
の
再
開
を
迷
っ
て

い
た
り
、
再
開
に
向
け
て
消

毒
液
や
非
接
触
型
体
温
計
な

ど
の
購
入
を
検
討
し
て
い
る

場
合
は
、
私
た
ち
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め
の

距
離
は
取
り
な
が
ら
、
こ
こ

ろ
の
距
離
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
密
に
し
ま
せ
ん
か
。

（
三
日
市
、
川
上
、
天
見
小
学

校
区
担
当　
井
口
裕
美
）

エ
フ
エ
フ
ぶ
ん
の
い
ち

相 

談

健
康

暮
ら
し

催
し・講
座

子
育
て

保
険・年
金

人
権

募 

集

事
業
所

教
育

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

就
労

高
齢
者

安
全
安
心

そ
の
他

お
知
ら
せ

障
が
い
者

税
金
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保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を

受
け
る
人
へ

　
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
に
よ
る
施
術
を
受
け
る
場
合
や
、

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
る
場
合
、
健
康
保

険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
を
受

け
る
と
き

○
使
え
る
場
合

　
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷
（
肉
離

れ
を
含
む
）、
骨
折
、
脱
臼

※
骨
折
、
脱
臼
に
つ
い
て
は
応
急

手
当
を
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら

か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

○
使
え
な
い
場
合

単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
な
ど

●
医
師
が
必
要
と
認
め
た
は
り
、

き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
る
場
合

○
使
え
る
場
合

・
は
り
、
き
ゅ
う

　
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸け

い

腕わ
ん

症

候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸
椎

捻
挫
後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的
な

疼
痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

・
あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
筋
麻
痺
、
筋
萎
縮
、
関
節
拘
縮

な
ど
で
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

必
要
と
す
る
症
状

○
使
え
な
い
場
合

　
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的

と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た

め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

※
健
康
保
険
を
使
う
時
の
注
意
点

な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課
ま
た
は
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
06
・
４

７
９
０
・
２
０
３
１
）

保
険
料
の

日
曜
臨
時
納
付
相
談
窓
口
を
開
設

●
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
、
納

付
相
談

�
保
険
医
療
課

対
象　
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
第

１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被
保

険
者
（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

と
海
外
居
住
の
人
）
▽
保
険
料
を

免
除
中
の
人
や
農
業
者
年
金
に
加

入
中
の
人
は
対
象
外

※
こ
の
基
金
に
加
入
す
る
と
付
加

保
険
料
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

�
全
国
国
民
年
金
基
金
大
阪
支
部

（
☎
０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
申
請

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の

他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象　
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
（
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
必
要
あ
り
▽
65

歳
以
上
・
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
・
前
年
の
年
金
収
入
額

と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
88

万
円
以
下
）、②
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
（
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２

万
円
以
下
）

申
込　
◎
年
金
受
給
中
で
令
和
２

年
８
月
分
か
ら
新
た
に
対
象
と
な

る
人
＝
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
案

内
が
10
月
中
旬
か
ら
順
次
届
き
ま

す
の
で
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記

入
し
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に

返
送
、
◎
年
金
を
受
給
し
は
じ
め

る
人
＝
年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ

わ
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
で
手
続
き

※
す
で
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
手
続

き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２
、

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
は
☎

03
・
５
５
３
９
・
２
２
１
６
）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
は

証
明
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
す
る
場
合
は
、
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

▽
10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
今
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に

は
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
を
送
付
し
ま
す
。

�
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
、０

５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
は
☎
０

３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５
▽
自

動
音
声
案
内
）
ま
た
は
天
王
寺
年

金
事
務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・

７
５
３
１
）

出
張
年
金
相
談

　
天
王
寺
年
金
事
務
所
職
員
に
よ

る
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
全
般
に

関
す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
①
11
月
12
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分
、
②
11
月
25
日

㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
①
河
内
長
野
市
役
所
、

②
富
田
林
市
役
所

申
込　
①
は
11
月
4
日
～
11
日
に
、

②
は
11
月
10
日
～
24
日
に
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し

て
電
話
で
左
記
へ
（
受
付
時
間
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
15
分
）

�
天
王
寺
年
金
事
務
所（
☎
06
・
６

７
７
２
・
７
５
３
１
▽
音
声
案
内
で

１
→
２
を
入
力
）人　

権

許
さ
な
い
！

女
性
に
対
す
る
暴
力

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期

間
で
す
。
期
間
中
の
25
日
は「
女
性

に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」で
す
。

　
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）・
性
犯
罪
・

売
買
春
・
人
身
取
引
・
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は「
性
暴
力
を
な
く
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
啓
発
活
動
を
強
化
し

ま
す
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な

い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
相

談
は
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
＃
８
８
９
１
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示

と
き　
11
月
11
日
㈬
～
26
日
㈭

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
３
）

●
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
と
も
な
い
自
粛
や
在
宅
勤

務
な
ど
家
で
過
ご
す
時
間
が
長
く

な
り
、
生
活
不
安
・
ス
ト
レ
ス
か

ら
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
不
安
を
感
じ
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、専

門
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
周
囲
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
た
ら
相
談
窓
口
の
情
報
を
伝
え

る
な
ど
み
ん
な
で
支
え
合
い
ま
し

ょ
う
。

◎
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を
女
性

の
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

▽
11
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬
午
前
8

時
30
分
～
午
後
７
時
▽
土
日
は
午

前
10
時
～
午
後
５
時
）

◎
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

（
☎
＃
８
０
０
８
）

◎
府
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
０
２
２
▽

午
前
９
時
～
午
後
８
時
▽
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

（
☎
06
・
６
９
４
６
・
７
８
９
０
▽

24
時
間
受
付
）

◎
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
☎
25
・
２
０
６
５
▽
午
前
９
時
～

午
後
５
時
45
分
▽
土
日
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

◎
警
察
の
Ｄ
Ｖ
相
談

（
＃
９
１
１
０
▽
緊
急
の
場
合
は

た
め
ら
わ
ず
に
１
１
０
通
報
を
）

◎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
・
０
０
０
３
▽
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
▽
土
日
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

�
人
権
推
進
課

国 

民 

年 

金

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

今
年
度
の
保
険
料　
第
１
号
被
保

険
者
＝
月
額
１
万
６
５
４
０
円

第
１
号
被
保
険
者
に
は

独
自
の
給
付

　
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
第
１
号

被
保
険
者
に
は
、
次
の
と
お
り
独

自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

●
付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
▽

申
請
月
か
ら
納
付
可
能
）
を
納
め

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
寡か

婦ふ

年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
の
夫
が
原
則

10
年
以
上
保
険
料
を
納
め
年
金
を

受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
10
年

以
上
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
妻
に
60

～
65
歳
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
寡
婦
年
金
を
請
求
し
た
場
合
は
、

死
亡
一
時
金
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

●
死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
で
原
則
３
年

以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
年
金

を
受
け
ず
に
死
亡
し
、
生
計
を
同

一
に
す
る
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
障
が
い
基
礎
年
金

　
20
歳
に
な
る
前
や
第
１
号
被
保

険
者
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る
病

気
や
け
が
が
原
因
で
、
障
が
い
の

状
態
に
な
っ
た
時
に
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
市
民
窓
口
課

納
付
が
困
難
な
人
は

各
種
制
度
の
ご
利
用
を

●
保
険
料
免
除
制
度

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学

生
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
就
学
期
間

が
短
い
専
門
学
校
な
ど
は
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
50
歳
未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
期

間
は
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、

受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
▽
10
年
以
内
な
ら

追
納
で
き
ま
す
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
令
和
２

年
２
月
以
降
の
所
得
が
相
当
程
度

減
少
す
る
見
込
み
の
人
は
、
臨
時

特
例
措
置
を
利
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間
）、申
請
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
妊
娠
85
日
未
満
は
対
象
外
で
す
。

�
市
民
窓
口
課

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

給
付
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
、

掛
け
金
は
給
付
の
型
と
口
数
、
年

齢
、
性
別
で
決
ま
り
、
納
め
る
金

額
は
一
定
で
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
時
に
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
け
取
る

年
金
に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
る
な
ど
、
税
制
面
で
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。

相 

談
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暮
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し

催
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座

子
育
て

保
険・年
金

人
権

募 

集

事
業
所

教
育

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

就
労

高
齢
者

安
全
安
心

そ
の
他

お
知
ら
せ

障
が
い
者

税
金
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道の駅 奥河内くろまろの郷で、イヤリン
グや髪飾りなどの雑貨の販売ブースが並び
ました。前日までの雨もやみ猛暑も和らぐ

なか、ハンドメイドのワークショップやプチ縁日な
どもあり、通りがかった子どもたちも楽しんでいま
した。主催した小松さんは「新型コロナウイルスで
イベントの機会が減り困っている仲間たちが頑張っ
ています」と張り切っていました。

武道館で、小中学生を対象とした剣道
大会が開催されました。この日は新型
コロナウイルス感染症対策のため少人

数に限定し、日本剣道形の演武と試合が行われま
した。観覧した保護者は「練習をはじめてまだ半
年ですが、礼儀が身につき、声も大きくなったよ
うです」と笑顔で話し、試合の行方を見守ってい
ました。

乳がんの早期発見を推進す
るピンクリボン運動に賛同
して、「女人高野」で日本遺

産に認定された金剛寺の多宝塔がピン
ク色にライトアップされました。また、
４日の午後７時～８時には医療従事者
への感謝を込めてブルーにライトアップ。想いを込めて
色鮮やかに染められた多宝塔に、見学に来た人たちから
は感嘆の声があがっていました。

久しぶりのイベントを満喫
pop-up market

強くしなやかな身体と心を
奥河内少年剣道大会

鮮やかに染まる
天野山金剛寺多宝塔ライトアップ

9 月から３か月にわたり、A・B クラスに分かれ
トーナメント形式で開催される本大会。この日
は曇り空で涼しく、スポーツに適した気候のな

か開催されました。参加者は、「コロナの影響で何をする
にも気を遣う状況ですが、他のスポーツに比べると接触が
少ない野球は早くに再開されました。個人が感染拡大に気
を付けるのはもちろんですが、主催者も検温などを実施し
対策を徹底してくれているので安心して楽しく参加できま
した」と語っていました。

三日市公民館でお菓子作り講座が開催され
ました。講師として教える菓子工房ナボッ
トの垣内さんは「タルトの生地を米粉でつ

くることでサクサク食感になります。クッキーでも
応用できますよ」と解説。参加者は「孫のために
おいしいお菓子をつくってあげたいです」「お
菓子作りは初めてですが、これをきっかけに
家でチャレンジしたいです」と嬉しそうに話
していました。

秋曇に響く快音
寺ケ池公園野球場で秋季軟式野球大会

地元産のぶどうで簡単タルト
お菓子作り講座
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